
藤原安産地蔵尊とケヤキ
　鶴岡市千石町（旧藤原集落）にある藤原安産地蔵尊とケヤキは、「今を去るこ
と約一千三百年の昔、名僧行基菩薩が東北巡業の折、この地に来り、茶の木を
以て尊像を刻み、これを本尊とす。」と古来言い伝えられている。境内にある大
けやきは樹齢一千年以上といわれ、昭和二十六年に国の文化財として天然記念
物に指定された。（昭和六十年には伐採され、現在は幹の一部を祭っている。）
　参拝者は丈夫な赤ちゃんの出産を願い、この地蔵堂内の木彫りの地蔵を一体
借りていき、出産後に返す。現在も多数の地蔵尊が借りられている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林真推進委員）
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